
令和２年度火山防災訓練計画について 

 

令和２年２月２０日  

福島県災害対策課  

 

１．火山防災合同訓練 

（１）火口周辺における噴火対応訓練 

   訓練主催：磐梯山火山防災協議会 

   実施時期：令和２年８～９月頃（調整の結果、変更となる場合あり） 

   災害規模：噴火警戒レベル１～３ 

   訓練概要：図上訓練 → 噴火発生前後の防災対応 

        実働訓練 → 行方不明者の捜索・救助 

訓練項目：○登山者等の避難誘導、被害情報収集 

○登山道及び道路の通行規制 

○噴火発生や立入規制の情報発信 

○入山者の安否確認、行方不明者の情報把握 

        ○合同現地災害対策本部における連絡調整 

        ○捜索部隊による捜索、救助、搬送 

 

（２）居住地域に影響の及ぶ火山災害を想定した防災訓練 

   訓練主催：吾妻山火山防災協議会 

   実施時期：令和２年１２月～令和３年１月頃（変更となる場合あり） 

   災害規模：噴火警戒レベル３～５ 

   訓練概要：図上訓練 → 大規模噴火が想定される状況における防災対応 

訓練項目：○住民、観光客等の避難誘導、避難所開設 

○道路の通行規制、避難経路の確保（除灰等） 

○火山情報や住民避難情報等の情報発信 

○他市町村への広域避難調整 

 

【参考】合同訓練（火山防災協議会主催）の年次計画 

訓練区分 
実施年度 ／ 対象火山 

２０１９ ２０２０ ２０２１ 

火口周辺における噴火対応訓練 安達太良山 磐梯山 吾妻山 

居住地域に影響の及ぶ火山災害を

想定した防災訓練 
磐梯山 吾妻山 安達太良山 

 

 

資料８ 



 

２．避難確保計画に基づく避難誘導訓練 

（１）浄土平避難誘導訓練 

   訓練主催：浄土平観光施設（ビジターセンター、レストハウス、天文台） 

   実施時期：未定 

   訓練想定：浄土平周辺にいる登山者、観光客、従業員の避難対応 

        ※ 訓練方法の詳細は、今後、３施設との協議により調整。 

 

（２）あだたら高原避難誘導訓練 

   訓練主催：あだたら高原スキー場 

   実施時期：令和２年１１～１２月頃（スノーシーズン開始前） 

   訓練想定：スキー場敷地内にいる利用客、従業員の避難対応 

        ※ 訓練方法の詳細は、施設との協議により調整。 

 

 

３．磐梯山情報受伝達訓練 

   訓練主催：磐梯山火山防災連絡会（猪苗代町、磐梯町、北塩原村） 

   実施時期：令和２年１１月頃 

   訓練想定：磐梯山の火山活動活発化を想定した情報伝達 

        ＷＥＢ会議システムによる情報共有 

        火山警報装置（サイレン）の吹鳴による情報発信 

 

 

４．火山防災基礎研修（火山防災対応ワークショップ） 

   研修主催：県及び福島地方気象台 

   実施時期：令和２年４～５月頃（安達太良山、磐梯山の山開き前） 

   研修想定：火山防災に関する基礎知識の習得 

        （火山災害の特徴、火山に関する情報・警報、噴火警戒レベル 他） 

        防災対応の流れを時系列で整理するグループワーク 


